
すかがわ会議所ニュース
2023年12月号  №580 (毎月５日発行)

地域と企業の未来をつくる商工会議所

松明あかし、露店を含めて４年ぶりの通常開催でした。
露店通りは多くの来場者で埋め尽くされ、松明太鼓や小松明行列、御神火隊の行進、いずれも沿道から大きな声援が送られました。
当所でも青年部の「おもてなし広場」、女性会の露店、信金駐車場のおもてなしイベント広場でふるまわれた「戦国鍋」いずれも
多くの人でにぎわっていました。

太鼓、歓声、喝采、活気のある大きな音に包まれる。
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中
小
企
業
に
対
す
る
支
援
・
地
域
活
性
化
に
対
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
項
目
を
要
望
・
提
言

〜
正
副
会
頭
が
力
強
く
要
望
〜

　

菊
地
大
介
会
頭
、
鈴
木
和
幸
副
会
頭
、
安
田
喜
好

副
会
頭
、
鈴
木
成
保
副
会
頭
、
佐
久
間
貴
士
専
務
理

事
は
11
月
１
日
、
須
賀
川
市
役
所
を
訪
れ
、
橋
本
市

長
に
対
し
、
令
和
６
年
度
須
賀
川
市
予
算
編
成
等
に

係
る
要
望
・
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
今
の
原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の

高
騰
や
人
手
不
足
な
ど
、
企
業
に
と
っ
て
厳
し
い
情

勢
が
続
い
て
い
る
な
か
で
、
地
域
経
済
の
根
幹
を
支

え
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
支
援
、
そ
し
て
、
地
域

の
活
性
化
、
ま
た
、
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
等
に
つ
い
て

取
り
ま
と
め
た
も
の
で
、
菊
地
会
頭
か
ら
橋
本
市
長
に
要
望

書
を
手
渡
す
と
と
も
に
、
力
強
い
言
葉
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
ま
し
た
。

　

要
望
・
提
言
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
．市
独
自
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
支
援

策
の
維
持
・
継
続

２
．全
国
市
長
会
・
県
市
長
会
等
を
通
じ
た
国
・
県
へ
の
要

望
活
動
の
強
化

３
．国
の
総
合
経
済
対
策
に
係
る
重
点
支
援
地
方
交
付
金
等

に
対
す
る
迅
速
な
対
応

４
．地
域
内
経
済
循
環
体
制
の
推
進

①
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム（
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
）の
有
効
活
用

②
地
域
貢
献
度
を
重
視
し
た
入
札
制
度
の
検
討

５
．ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
及
び
福
島
・
台
湾
定
期
便
就
航
に
向

け
た
誘
客
体
制
の
構
築

①
震
災
復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
構
築

②
特
撮
・
ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
構
築

６
．持
続
的
な
地
域
経
済
の
発
展
に
向
け
た
国
・
県
等
へ
の

支
援
要
請
の
強
化

①
滑
川
地
区
新
規
工
業
団
地
整
備
計
画
の
推
進

②
道
の
駅
ウ
ル
ト
ラ
ア
グ
リ
パ
ー
ク
す
か
が
わ
（
仮
称
）

整
備
構
想
の
推
進

７
．当
所
の
運
営
に
対
す
る
支
援
の
維
持
・
継
続

うごき
会議所会議所の

うごき
会議所の

要望書を提出する当所三役

　去る 11 月９日（木）に第２回経済緊急対策関係機関連絡会が市役所において開催され、
当所から佐久間専務理事、小林中小企業相談所長、吉田商業部会長、石井工業部会長。郡部
旅館料飲部会副部会長が出席し、現在の足元の景況感や、深刻な人手不足をはじめ、原材料・
燃料価格の高騰、不十分な価格転嫁状況、賃上げへの対応など、直面する経営課題などにつ
いて報告しました。
　また併せて、市に対しては、物価の高止まりを踏まえ、幅広く様々な業種を支援していた
だくために、４回目となる従業員数に応じた水道光熱費及び燃料高騰分の一部に相当する支
援金の交付や、市民生活支援と地域内の景気刺激の両面において効果をもたらすプレミアム
商品券の再発行について要望いたしました。

市に対し物価高騰等に対する支援を要望
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優
良
永
年
勤
続
57
名
を
表
彰

〜
会
員
事
業
所
優
良
従
業
員
表
彰
式
〜

　

令
和
５
年
度
会
員
事
業
所
優
良
従
業
員
表
彰
式
が

11
月
21
日
ホ
テ
ル
虎
屋
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
当
所

会
員
事
業
所
で
長
年
に
わ
た
り
勤
務
し
、
そ
し
て
勤

務
成
績
が
優
秀
な
57
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
冒
頭
菊
地
大
介
会
頭
か
ら
受
賞
者

へ
の
祝
福
の
言
葉
が
あ
り
、
続
い
て
、
日
本
商
工
会

議
所
会
頭
と
須
賀
川
商
工
会
議
所
会
頭
連
名
表
彰

（
勤
続
30
年
以
上
）
代
表
の
松
谷
美
千
代
さ
ん
（
岩

通
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
㈱
）
と
須
賀
川
商
工

会
議
所
会
頭
表
彰
代
表
の
佐
久
間
英
崇
さ
ん
（
日
本

工
営
エ
ナ
ジ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱
パ
ワ
ー
＆
デ

ジ
タ
ル
事
業
本
部
）
に
会
頭
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
全
員
で
の
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、
受
賞
者

は
喜
び
の
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

〇
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
・

　
　
　
　

  

須
賀
川
商
工
会
議
所
会
頭
連
名
表
彰（
23
名
）

松
谷
美
千
代
、小
針
和
之
、平
栗
俊
一
、小
針
君
子
、鈴
木
由
紀

枝
、関
根
た
か
子（
岩
通
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
㈱
）、大

河
原
美
穂
子
、熊
田
あ
け
み（
エ
ス
ケ
ー
電
子
工
業
㈱
）、鈴
木

斉（
㈱
橋
本
組
）、
宗
像
孝
雄
、
阿
部
正
彦（
須
賀
川
瓦
斯
㈱
）、

遠
藤
浩
幸
、
内
山
真
理
子
（
林
精
器
製
造
㈱
）、
八
巻
妃
登
美

（
㈱
ニ
イ
ダ
テ
ッ
ク
）、
古
川
さ
ゆ
り
、
佐
藤
忠
志（
㈱
吉
城
光

科
学
）、
向
山
啓
一
、
池
田
孝
一
、
松
本
康
司（
日
本
工
営
エ
ナ

ジ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱
パ
ワ
ー
＆
デ
ジ
タ
ル
事
業
本

部
）、宗
像
真
一
、小
松
智
子（
税
理
士
法
人
サ
ン
ハ
ー
ツ
ふ
く

し
ま
事
務
所
）、髙
橋
正
典
、小
林
弘（
笠
原
工
業
㈱
）

〇
須
賀
川
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰（
34
名
）

佐
久
間
英
崇
、君
島
和
久
、常
恒
一
夫
、白
川
健
司（
日
本
工
営

エ
ナ
ジ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱
パ
ワ
ー
＆
デ
ジ
タ
ル
事
業

本
部
）、
久
保
木
祐
子
、
関
根
雄
司
、
髙
橋
知
子（
岩
通
マ
ニ
ュ

フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
㈱
）、
添
田
誠
、
石
川
昌
之
、
佐
藤
正
和

（
㈱
オ
ノ
ヤ
）、大
森
聖
子
、佐
藤
裕
子
、木
村
志
都
子（
ニ
プ
ロ

フ
ァ
ー
マ
㈱
鏡
石
工
場
）、
渡
辺
一
正
（
江
信
特
殊
硝
子
㈱
須

賀
川
工
場
）、
渡
邉
祐
次
、
小
沼
寛
記
、
大
野
真
理（
㈱
吉
城
光

科
学
）、馬
渕
雅
士
、加
藤
弘
晃
、渡
邉
貴
充
、横
川
大
介
、渡
辺

正
芳
、根
本
孝（
大
内
新
興
化
学
工
㈱
須
賀
川
工
場
）、鈴
木
英

雄
、
清
野
真
利（
エ
ス
ケ
ー
電
子
工
業
㈱
）、
桝
田
一
馬
、
有
馬

美
希（
ト
キ
ワ
印
刷
㈱
）、阿
部
勝
利
、半
田
大
志
、秋
保
響（
和

田
装
備
㈱
）、斎
藤
め
ぐ
み（
横
山
建
設
㈱
）、関
根
広
子（
大
塚

設
備
㈱
）、加
藤
剛（
㈲
内
山
急
送
）、根
本
達
也（
㈱
橋
本
組
）

うごき
会議所会議所の

うごき
会議所の

　須賀川商工会議所エコプロジェクト会議（リーダー味戸雄二郎
旅館料飲部会長）が11月28日、商工会館において開催され「環境
アクションプラン」を策定しました。
　当所エコプロジェクトチームは、平成22年度に組織され、省エ
ネや食品ロスの削減等に取り組んできました。昨今のコロナ禍に
より一時活動を休止していましたが、活動再開にあたり、当プラ
ンを策定し地域の中小企業による脱炭素化の取り組みを支援・
推進することとなりました。
　当プランは、①会員事業所の取り組みへの支援、②地域・行政
等と連携した取り組みの推進、③商工会議所事務局内の環境対策
活動の推進から成り、エネルギー使用量の見える化を図り各種取
り組みを通じてＣＯ２の削減を目指します。
　世界的な脱炭素化社会へ向けた動きが加速する中、中小企業に
おいても省エネ・脱炭素の取り組みは避けては通れない課題で
す。会員の皆様へは改めてプランの内容をお知らせいたしますの
で、ご協力くださいますようお願いいたします。

代表として表彰を受ける2名

須賀川商工会議所

「環境アクションプラン」を策定
～みんなで取り組む、すかがわｅｃｏアクション～

新入会員のご紹介 ご加入ありがとうございます！

○森岡内装（影沼町）
○藤田果樹園（仁井田）
○よってけ Bar YOLO/良酔（宮先町）

内装業

果樹生産販売業

飲食業

商工会議所会費の口座振替のご連絡
当所第４期分の会費を 12 月18日（月）

ご指定の口座から振り替えさせていただきます。
　出費多端の折、誠に恐縮ではございますが、
預金口座残高のご確認をいただきますようお願
いいたします。

※振替口座など変更がございましたら当所総務課
（76－2124）までご連絡ください
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ううごき
会議所会議所の

うごき
会議所の

説
明
会
の
運
営
方
法
に
つ
い
て
協
議
し
た

学
生
に
企
業
や
業
界
の
魅
力
を
伝
え
よ
う

合
同
説
明
会
を
来
年
２
月
に
開
催

　須賀川地区就職ガイダンス運営委員会（佐
久間貴士委員長）の第2回会議が 11月 17日
に商工会館において開催され、今回からイベ
ント名を「就活準備ｰ企業・業界合同説明会ｰ
in すかがわ」とし、参加対象者を大学等の在
学生まで拡大して、2月17 日（土）午前 10
時から午後 1 時まで須賀川市役所を会場に
開催することが決まりました。12月11 日よ
り参加企業を募集しますので、同封のチラシ
をご確認のうえぜひお申込みください。

事
業
継
続
力
強
化
計
画
策
定
支
援
セ
ミ
ナ
ー

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
重
要
性
と

中
小
企
業
強
靭
化
法
に
つ
い
て
学
ぶ

　「事業継続力強化計画策定支援セミナー」
が１１月２０日（月）に須賀川市役所において
開催され、３０名が聴講しました。当日は㈱
東京海上日動パートナーズ東北　福島支店　
郡山支社長の原　尚樹氏を講師に迎え「事業
活動停止リスクと備えの重要性」・「ＢＣＰの
本当のメリット」等、企業にとっては必須と
なっているＢＣＰの考え方や計画策定のポイ
ントについて解説していただきました。

座
学
の
学
び
を
実
技
で
体
感
し
た
研
修
会

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
を
改
め
て
学
ぶ

　当所並びに須賀川地区経営者協会主催に
よる「コミュニケーションスキルアップ研
修会」が 11月 28日に須賀川商工会館にお
いて開催されました。
　当日は 9 事業所より19名が参加。キャリ
アコンサルタントの澤井倫子氏（（一社）キャ
リア支援機構）を講師にむかえ、「きく」「は
なす」などコミュニケーションの基礎を座
学やグループワークを通じて学び、参加者
はビジネスの場面でのコミュニケーション
の大切さを実感している様子でした。

地
元
企
業
説
明
会
運
営
委
員
会

あ
い
さ
つ
す
る
佐
久
間
委
員
長

高
校
2
年
生
を
対
象
と
し
た
企
業
説
明
会
１
月
30
日（
火
）開
催

　高校卒業予定者を対象とした地元企業
説明会運営委員会（佐久間貴士委員長）
の第 2 回会議が 11月17日に商工会館に
おいて開催され、協議の結果、今年度の
説明会を来年 1月30日（火）グランシア須
賀川を会場に開催することで決まりまし
た。高校生へ会社の魅力、どのような仕
事をしているかなどを直接伝える事がで
きる絶好の機会ですので、参加希望の事
業所におかれましては同封のチラシをご
確認のうえぜひお申込みください。

須
賀
川
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
若
手
世
代
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
キ
ン
グ
委
員
会

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子

協
業
に
よ
る
新
規
事
業
創
出
の
可
能
性
を
探
る

　須賀川まちづくり推進協議会若手世代による
まちづくりワーキング委員会の行う「須賀川大
学」事業では11月30日に商工会館において「手
を動かしながら楽しく学ぶ！強み×強み＝新規
事業ワークショップ」を開催しました。
　当日は参加者それぞれの強みを掛け合わせ新
規事業を考案することで、未だ解決されていな
い社会的な課題を解決することができないかを
検討し、新たな可能性を感じることができる
ワークショップとなりました。

参
加
者
の
集
合
写
真

庶
業
部
会

須
賀
川
で
働
く
海
外
か
ら
の
従
業
員
の
皆
さ
ん
と
の

「
国
際
交
流
バ
ス
ツ
ア
ー
」を
開
催

　庶業部会（真壁正彦部会長）主催による「国
際交流バスツアー」が１１月２６日に開催され、
会員企業から 18 名が参加しました。この事業
は、会員企業で働く外国人労働者の方に地域
の名所を巡りながら交流を図り、更には日本
文化に触れていただくことを目的に開催され
たものです。当日は、いわき市のアクアマリ
ンふくしまや塩屋崎灯台を観光するなど、参
加された方は楽しい一日を堪能していました。
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視
察
先
の
平
等
院
に
て
記
念
撮
影

建
設
部
会

建
設
部
会
視
察
研
修
会

　建設部会（赤井田貴之部会長）の視察研修
会が、11月23日～25日の 2 泊 3 日で実施
され、滋賀・京都・奈良方面を訪れました。 
　この事業は、福島空港の利用促進と部会員
相互の親睦を兼ねて実施しており、参加者は
滋賀では石山寺や比叡山延暦寺、京都では嵐
山や銀閣寺などの歴史的建造物や街並みを
見学し、紅葉が見頃を迎えた関西地方の自然
や郷土料理を満喫しました。

うごき
会議所会議所の

うごき
会議所の

出
展
の
様
子

福
島
空
港
エ
リ
ア
航
空
機
産
業
研
究
会

ロ
ボ
ッ
ト
・
航
空
宇
宙
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
３
に
出
展

　福島空港エリア航空機産業研究会（樽川久夫
会長）は１１月２２日、２３日にビッグパレット
ふくしまにおいて開催された「ロボット・航空
宇宙フェスタふくしま２０２３」に出展をしまし
た。本フェスタは、ロボット及び航空宇宙分野
に関する製品・技術を福島に集め、ビジネスマッ
チングや交流の場として毎年この時期に開催さ
れているものです。当日は、出展者間で盛んに
意見交換が行われるなど、今後の航空機産業に
ついての見識を深める良い機会となりました。

ま
ち
な
か
を
彩
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

須
賀
川
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会　

中
部
地
区
整
備
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会

ま
ち
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点
灯
！

　須賀川まちづくり推進協議会中部地区整備推
進プロジェクト委員会（吉田伸司委員長）では
１１月２４日市民交流センター正面入口付近に
て、まちなかイルミネーション点灯式を開催し
ました。点灯式の模様は、ウルトラＦＭで生放
送され、事前に収録した須賀川幼稚園などの園
児の合唱も放送されました。イルミネーション
は、中心商店街の各店舗、市民交流センター、
街路樹などに設置、点灯期間は令和６年１月
３１日（水）までとなっております。

道
路
に
絵
を
描
く
参
加
者
の
様
子

須
賀
川
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会　

北
部
地
区
整
備
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会

須
賀
川
市
祭
礼
等
暴
力
団
排
除
推
進
連
絡
会

道
路×

文
化

　須賀川まちづくり推進協議会北部地区整備推進プ
ロジェクト委員会（深谷勝俊委員長）主催の道路と
芸術を交差させるイベント「Ａｒｔ×Ｒｏａｄ」が 11
月３日に開催されました。これは、駅前通りの一部
を封鎖し道路を大きなキャンパスに見立て、参加者
らに思い思いの絵画作品を描いていただくもので当
日は 200人を超える幅広い年齢の方
が参加しました。当日の様子は、共
催団体の「須賀川駅前有志の会」の
ホームページでご覧いただけます。

講
演
会
の
様
子

財
務
金
融
部
会

財
務
金
融
部
会
経
済
情
勢
セ
ミ
ナ
ー

　財務金融部会（鈴木克幸部会長）は11 月
29日、ホテル虎屋において「経済情勢セミ
ナー」を開催しました。このセミナーは県
内の経済状況を認識していただくとともに
地域経済の発展に寄与することを目的とし
て開催されており、当日は30名が参加。講
師に日本銀行福島支店長の中嶋基晴氏をお
招きし、「日本銀行の業務と最近の経済情勢」
をテーマにデータを用いて解説をいただき
ました。

表
彰
を
受
け
る

佐
久
間
事
務
局
長（
会
長
代
理
）

福
島
県
暴
排
功
労
表
彰

　須賀川市祭礼等暴力団排除推進連絡会（菊
地大介会長） は、11 月 13日いわき芸術文化
交流館アリオスで開催された第33回暴力団
根絶福島県民大会において、福島県暴排功労
団体として表彰を受けました。大会では「地
域における暴力団排除に向けた取り組み」の
演題で講演も行われ、昨今の多様化する犯罪
に対する、地域全体の防犯意識向上に向けた
活動へ意識が高まる大会となりました。
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「130万円の壁」対応

「年収の壁・支援強化パッケージ」とは

「106万円の壁」対応

パッケージの適用による収入変化のイメージ
【106万円の壁の例】 ご不明な点があるときは

「年収の壁突破・総合相談窓口」
にご相談ください。

年収の壁に関する
厚生労働省HPは
　　　 こちら▶

☎0120-030-045

パート・アルバイトで働く方の、厚生年金や健康保険の加
入に併せて、手取り収入を減らさない取組（※）を実施する企
業に対し、労働者1人当たり最大50万円の支援をします。
（※）●社会保険適用促進手当を支給（社会保険料の算定対象外）
　　●賃上げによる基本給の増額
　　●所定労働時間の延長

■会社員の配偶者などで、パートやアルバイトをされている方は、年収106万円や130万円
など一定以上の収入になると、社会保険料を支払う必要が発生します。

■そのため、手取り収入が減ることを避けるため、働きたいのに一定の水準以上は働くことを
控える、それが「年収の壁」と言われるものです。

パート・アルバイトで働く方が、繁
忙期に労働時間を延ばすことなど
により、収入が一時的に上がったと
しても、事業主がその旨を証明する
ことで、引き続き被扶養者認定が可
能となる仕組みを作ります。

「年収の壁」への対応について

年末調整指導会開催のご案内
　須賀川商工会議所では、源泉所得税の納期特例を受けている方
の年末調整 個別指導会を下記により開催いたします。
　年末調整とは、毎月の給料や賞与を支払う際に源泉徴収した税
額と、年間の給与総額にかかる税額とを比べ、その過不足を精算す
る手続きです。
　納付税額がゼロであっても所得税徴収納付書を税務署に提出し
なければなりません。関係書類をご持参のうえご来所ください。

お問合せ先 中小企業相談所　☎76－2124

日　　時 :令和 6年１月 5日（金）～ 12日（金）
　　　　 午前 9時～午後 5時 ※土日祝日除く
場　　所 :須賀川商工会館 第三会議室
持参書類 : ・税務署から送付された年末調整関係書類
              ・源泉徴収簿（R４年、R５年分）、給与台帳及び納付書
             ＜以下該当者のみ＞
               ・生命保険料、地震保険料控除証明書
               ・社会保険料控除証明書（国民健康保険、国民年金等）
               ・住宅借入金特別控除関係書類・扶養控除申告書など

※相談会は全て事前予約制となります。
※予約やご不明な点などございましたら、中小企業相談
所経営指導課までご連絡ください。TEL 76ｰ2124

　日頃抱えている様々な問題や課題解決のため、各種
相談会を開催していますので、ぜひご利用下さい。

【 日本政策金融公庫 金融相談会 】※毎月第2水曜日
◇12月13日（水）10:00～12:00【商工会館会議室】

【 事業承継個別相談会 】
◇令和 6年 1月4日（木）
　　　　　　　　10:00～15:00【商工会館会議室】

【 法律相談会 】
◇ 随時受付【須賀川法律事務所】

無料定例相談会のご案内

マル経資金の
　　 ご案内

車両や機械の購入、店舗改装、諸経費の支払いなど、事業資金のお借り入れは低金利、無担保、無保証人の
マル経資金をご活用ください。現在の金利は1.20％固定金利
【借入限度額】2,000万円　【返済期間】運転資金→７年以内（最長１年の据置可能） 設備資金→10年以内（最長２年の据置可能）

※12/1現在

中小企業相談所コーナー
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当紙の表紙及び魅力発信のコーナーで事業所や商品のＰＲをしてみませんか。
ご連絡いただければ取材にお伺いします。お気軽にどうぞ！（お問合せ先：総務課☎76－２１２４）

掲載事業所募集中!

インフォメーション
5日㈫

7日㈭
8日㈮
11日㈪
12日㈫

13日㈬
20日㈬
21日㈭

22日㈮

23日㈯
4日㈭

中小機構 事業承継個別相談（商工会館）
須賀川商工会議所女性会
「年忘れクリスマスパーティー」

（ホテルサンルート須賀川）

若手世代によるまちづくりワーキング委員会幹事会（商工会館）
福島空港有識者懇談会（ホテルサンルート須賀川）
青年部 第9回役員会（商工会館）
令和5年度事業承継支援セミナー（商工会館）
総務運営委員会（商工会館）
日本政策金融公庫金融相談会（商工会館）
令和5年度中間監査会（商工会館）
第615回常議員会（商工会館）
須賀川商店街スマホで大抽選会（商工会館）
須賀川駅中イルミネーションひかりのフロア（～1月6日）
　　　　　　　　　　　　　　　 （JR須賀川駅）

元気だ！すかがわあきんど祭り大抽選会（tette前広場）
すかがわ新春の集い（グランシア須賀川）

12
月

1
月

　商工会館１階の空室においてテナントを募集し
ています。お気軽にお問合せください。

　その他詳細は当所ホームページをご覧ください。

　日頃より接点がない会員事業所の皆様を訪問し、現
在の景況や抱えている課題、商工会議所に対する要望
などをお聞きする「御用聞き運動」を本年11月から来
年１月にかけて実施しています。
　職員が訪問した際には、聞き取り調査などに、ご協
力くださいますようお願いいたします。
　また、ご相談にも応じていますので何かございまし
たら是非ご相談ください。

須賀川商工会議所 総務課 ０２４８－７６－２１２４

面 積：１階／８４．１５㎡　用 途：事務所

須賀川商工会館１階

■「御用聞き運動」展開中■

商工会館１階の空室において

テナント募集テナント募集

●事業のPRをお願いします
　CAMERINAのスイーツが誰かの幸せにつながる商品であり続
けることが、わたしたちスタッフにとっての喜びでもあります。  
　感謝の気持ちを忘れずにお客さまに愛されるお店を目指し今
後とも精進してまいります。

　グランシアとのつながりから、
婚礼やご宴会・法要など様々な
シーンでCAMERINAのスイーツ
を利用していただきファンになっ
ていただけたら嬉しいです。ま
た、地産地消スイーツをより活
性化させ地元に貢献できたらと
思います。

●お仕事をする上で気をつけている点は
　衛生面とスタッフの安全性を第一に考え、常に気を付けてい
ます。またスタッフ一同お客様とのつながりを大切にしています。
　こだわりのアニバーサリーケーキはお客様と細かな部分まで
打ち合わせを行い、ひとつひとつ心を込めてお作りします。

●今後の展望・展開は

●事業の紹介をお願いします

『CAMERINA』キャメリーナ
チーフパティシエ　大内 里奈 さん
〒962-0843  須賀川市池上町74（グランシア須賀川内）
tel.0248 -75 -1166　
営業時間▶11:00～18:00　定休日▶月・火曜日

▲店内ではパティシエの皆さんが
こだわりのお菓子を作っています
▲店内ではパティシエの皆さんが
こだわりのお菓子を作っています

▲ショーケースには見た目もきれいな美味しいお菓子が並びます▲ショーケースには見た目もきれいな美味しいお菓子が並びます

おしゃれな看板が目印▲おしゃれな看板が目印▲

　オリジナルアニバーサリーケーキ・ショーケーススイーツ・
焼菓子販売を行っています。
　大切な記念日に、お客様のおもいをカタチにしたオン
リーワンケーキをお届けします。
　スイーツや焼菓子は素材にこだわり、地元の米粉や牛乳・
豆乳・はちみつ・野菜やフルーツのパウダーを使用。また
ミネラル豊富なきび砂糖や甜菜糖を使用した上品な甘さで
カラダにも嬉しいのが魅力です。
　アニバーサリーケーキは完全
予約制。パティシエが直接お客様
とお打ち合わせをし、オリジナル
のケーキを手掛けます。
　ショーケーススイーツ・焼菓子
はそれぞれ10種ほど販売してい
ます。　
　月に一度のスイーツフェア (※
完全予約制) では専属のパティシ
エが手掛ける様々な種類のス
イーツをお楽しみいただけます。
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「健康経営®」は、特定非営利活動法人健康経営研究会の登録商標です。「健康経営®」は、特定非営利活動法人健康経営研究会の登録商標です。

全国商工会議所早期景気観測調査 2023年 11月の動向

業況DIは、物価高と人手不足で一進一退
先行きは、不透明感拭えず、慎重な見方続くLOBO調査

● 全産業合計の業況DI は、▲9.7（前月比＋0.8ポイント）
● 建設業は、受注が堅調な公共工事が下支えし、改善した。卸売業は、飲
食・宿泊業からの飲食品関連の引き合いが増加し、改善した。製造業
は、自動車関連が好調な一方、円安による輸入部材の高騰で横ばいに
とどまり、サービス業は、飲食・宿泊業で客足が回復基調にあるもの
の、エネルギー価格の高騰等によるコスト増で力強さを欠いている。
また、小売業は、物価高による買い控えが継続し、悪化となった。

● 原材料価格やエネルギー価格の高騰に加え、人手不足に伴う人件費
の上昇等、コスト負担は増加が続いている。コストに見合う十分な価
格転嫁が行えていない中、深刻な人手不足も続いており、中小企業の
業況は足踏みが続いている。

業況の推移DI （※DI＝「好転」の回答割合－「悪化」の回答割合）

技術者等の深刻な人手不足や建設資材価格・エネルギー価格の高騰は継続しているものの、受注が堅調
に推移する公共工事が下支えし、改善。事業者からは働き方改革の施行に先んじて、労働環境の改善に
努めているとの声も聞かれた。

梱包資材価格の高騰や在庫保管に伴う電気代等のコスト負担増は継続しているものの、客足の回復
基調が続く飲食・宿泊業からの飲食品関係の引き合いが増加し、改善。

長引く物価高で消費者の買い控え・来店頻度の減少が継続する中、最低賃金の引上げに伴う人件費の
増加や電気代等のコスト負担増、深刻な人手不足も重なり、悪化。

客足の回復が続く飲食・宿泊業やインバウンド増加の恩恵を受ける観光業では堅調に推移する一方、
物価高による生活関連サービスの需要停滞や仕入価格・エネルギー価格の高騰によるコスト増、深刻
な人手不足が下押しし、ほぼ横ばい。

※DI値（景況判断指数）について
DI 値は、業況・売上・採算などの各項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナスの値で
景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・弱気などの景況感の相対的な広がりを意味する。
DI＝（増加・好転などの回答割合）ー（減少・悪化などの回答割合）

自動車関連の生産・出荷が好調な一方、円安の伸長による輸入部材価格や電気代等のエネルギー価格の
高騰によるコスト増が重荷となり、ほぼ横ばい。

建 設 業

製 造 業

卸 売 業

小 売 業

サービス業

業
種
別
の
動
向

概　　　　況

全 産 業

建 設

製 造

卸 売

小 売

サービス

7月

▲ 9.8

▲19.2

▲ 4.1

▲20.9

▲18.5

　2.4

2023年

6 月

▲ 8.9

▲17.8

▲ 8.8

▲13.2

▲16.7

　4.7

8 月

▲ 8.9

▲18.8

▲ 5.6

▲22.6

▲12.7

　3.4

9 月

▲ 9.0

▲16.5

▲ 8.5

▲19.7

▲ 9.2

　0.2

10月

▲10.5

▲14.3

▲ 9.3

▲20.6

▲16.0

　0.0

11 月

▲9.7

▲11.7

▲10.2

▲12.0

▲18.7

　0.2

１2~2月

▲13.6

▲14.9

▲12.4

▲16.1

▲18.7

▲ 8.9

先行き見通し


